
通院等介助に関する各種留意事項について
１　通院等介助の取扱いについて
（１）概要
居宅介護における通院等介助については、事務処理要領において別添１「平成２０年４月以降における通院等介助の取扱いについて」（平成２０年４月２５日付け厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課課長通知）によるものとされています。
（２）具体的取扱い
　　　「通院等乗降介助」「通院等介助（身体介護を伴う）」「身体介護」が連続した時間に別々の実績として計上されることはなく、乗車介助及び降車介助の前後に、相応の身体介護対応があるかどうかにより、算定方法が異なってきます。特に、外出に直接関連しない身体介護に３０分～１時間以上を要し、かつ、当該身体介護が中心である場合には、通算して「身体介護」を算定することになりますのでご留意ください。
（３）院内の移動等の介助について
標記については、別添２「障害福祉サービスおよび地域生活支援給付における病院内の移動等の介助の取扱いについて」を本市ホームページ上に掲載する等により周知してきたところです。院内の介助を希望する利用者については、院内の移動等を含めた支給決定を行う必要があるため、各区窓口へご相談いただくようお願いします。また、院内の介助を行った場合には、医療機関名と院内の介助に係る時間数を記録しておく必要があります。
（４）報酬算定の対象とならない時間帯について
　　　ヘルパー自らが運転している時間帯、院内のスタッフにより対応されるべき時間帯その他報酬算定の対象とならない時間帯についても、適切な請求事務を行うにあたって必要な事項ですので、記録しておく必要があります。
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